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平成 29年５月 15日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 バ リ ュ ー デ ザ イ ン 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  尾 上  徹 

 （コード番号：3960 東証マザーズ） 

問合せ先 取締役  管理部長  本多  誠一 

 （TEL．03－6661－0115） 

 

繰延税金資産の取崩し及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、繰延税金資産の取崩しを行うとともに、平成 28年９月 26日に公表

した平成 29年６月期（平成 28年７月１日～平成 29年６月 30日）の業績予想を下記の通り修正いたしますの

で、お知らせいたします。 

 

１． 繰延税金資産の取崩しについて 

今後の業績見通しを踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、当第３四半期会計期間に繰

延税金資産の一部 37百万円を取崩し、その結果、連結および個別の法人税等調整額に 31百万円を計上して

おります。 

 

２． 平成 29年６月期の連結業績予想値の修正（平成 28年７月１日～平成 29年６月 30日） 

（単位：百万円）  

 売 上 高 
営業利益又は営

業損失（△） 

経常利益又は経

常損失（△） 

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は当

期純損失（△） 

１株当たり期純利

益又は１株当たり

当期純損失（△） 

前回発表予想（Ａ） 2,254 251 236 223 
円 銭 

162.22 

今回修正予想（Ｂ） 1,731 △29 △62 △108 
円 銭 

△78.68 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △523 △280 △298 △331 ― 

増 減 率（ ％ ） △23.1 ― ― ― ― 

（参考）前期通期実績

（平成 28年６月期） 
1,631 188 163 150 ― 

 

３． 平成 29年６月期の個別業績予想値の修正（平成 28年７月１日～平成 29年６月 30日） 

（単位：百万円 ）  

 売 上 高 営 業 利 益 
経常利益又は経

常損失（△） 

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は当

期純損失（△） 

１株当たり期純利

益又は１株当たり

当期純損失（△） 

前回発表予想（Ａ） 2,204 299 284 271 
円 銭 

201.57 

今回修正予想（Ｂ） 1,711 14 △35 △81 
円 銭 

△58.49 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △493 △285 △319 △352 ― 
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増 減 率（ ％ ） ― ― ― ― ― 

（参考）前期通期実績

（平成 28年６月期） 
1,620 231 197 145 

円 銭 

127.82 

 

４． 修正の理由 

当期においては、ハウスプリペイドカード事業、ブランドプリペイドカード事業ともに、プリペイド

カードの入金額・利用額が堅調に推移しており、その一部から得るシステム利用料売上（月額売上）は計

画対比 2.5％増の 899百万円となる見通しです。また、ブランドプリペイドカード事業の初期売上（主に

サービス導入時のシステムカスタマイズ等の収入）では、案件受注が予想に対して好調であったことによ

り、計画対比 190.0増％の 122百万円となる見込みです。 

一方で、ハウスプリペイドカード事業における初期売上（プリペイドカード製造・専用端末販売）及び、

その他（主に関連システムの開発等）による売上が予想に対し減少いたしました。これは、第３・第４四

半期に計上見込みであった大型案件の導入進捗遅れ、受注遅れが発生したことが主要因です。ハウスプリ

ペイドカード事業の初期売上は、対計画比 21.4減％の 670百万円、システムの開発案件による売上は計画

対比 91.4％減の 40百万円となる見込みです。 

以上の結果、当期売上高の予想数値 2,254百万円（前期比 38.2％増）に対し、523百万円減の 1,731百

万円（前期比 6.1％増）となる見込みです。売上高、及び各利益の差異の詳細については以下の通りです。 

 

① 売上高の差異について 

(1) 初期売上（ハウスプリペイドカードの製造・端末販売等） 

前期、または当期に受注し、当期中に売上計上見込みであった大型顧客の案件において、店舗への

導入計画の変更（段階的導入）や、プリペイドカードサービス導入の前段階となる POSシステムの入

替え等の対応に当初想定よりも時間を要する等の事由から、想定より進捗が遅れていることによりま

す。これら案件による売上高の減少額は 134百万円となる見込みです。 

 

また、平成 29年２月３日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」に記載の、サー

ビス導入時期のスケジュール変更が発生した案件２件については、１件は当期中の売上計上目途が立

ち、１件は店舗展開スケジュールの変更により当期は部分的な計上に止まり、来期へのずれ込みが発

生する見込みです。 

 

(2) システム開発案件 

ハウスプリペイドカード事業においては、近年案件の大型化とそれに伴うプリペイドカードサービ

スのカスタマイズや周辺システムの開発の依頼が増えており、当社売上の一定割合を占めるように

なっております。当期においても、前期から提案・協議中の案件について売上見込みを立てておりま

したが、これら案件において、(a)サービス仕様の社内検討の長期化等、顧客側の事情による受注の

先送り、(b)ハウスプリペイドカードシステムの刷新・移行プロジェクトの大規模化、長期化に伴う

提案の進捗遅れの２点が主要因となり、当該案件の受注数見込みが減少いたしました。これらによる

売上の減少額は 420百万円となる見込みです。 

(b)については当期に計画しておりました、ハウスプリペイドカードシステムのデータ量の増加に伴

う、新システムの構築と移行のプロジェクトになります。大型提携先とのアライアンス強化を図るた

めに専用のシステム環境を用意する等、想定より対応要件が増加したことによりプロジェクト規模が

拡大、プロジェクト期間も長期化いたしました。このため、開発案件に対応するシステム人員のリ

ソース不足、及び新システムへの移行の為の顧客への説明及び調整に既存の営業リソースが割かれた

こと等により、提案の進捗遅れが発生する結果となりました。 

 

(3) 海外展開の進捗遅れ 

各国でのプリペイドカード市場の成長は続いており、案件の受注は進んでいるものの、新規展開国
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におけるカードや専用端末の輸送や、標準仕様への対応等に予想より時間を要していることや、韓

国・シンガポールで受注済大型案件の稼働準備に時間を要していることから、想定通りのペース通り

での受注・案件稼働には至っておりません。これにより、海外の売上高は想定から 70百万円の減少

となる見込みです。 

 

② 営業利益の差異について 

<売上原価> 

初期売上の増加に伴うプリペイドカード製造コスト等の仕入高の増加、システム部門の増員による人件

費増加、システム投資等による減価償却費の増加等により、前期比 44.6％増の 1,324百万円を見込んで

おりました。このうち増員及び投資は計画に従い実施しております。仕入高、外注費は上記の売上未達

に伴い、減少いたしましたが、外注費はブランドプリペイドカード事業において、案件が想定より前倒

しで獲得できたことで、開発運用体制も前倒しで増強を行う必要があったため一部増加がありました。

この結果、売上原価は予想に対し 270百万円減の 1,054百万円（前期比 15.0％増）となる見込みです。 

 

<販売費および一般管理費> 

営業部門、及び管理部門の増員、上場関連業務や海外拠点設立等の施策による人件費や業務委託費の増

加、またハウスプリペイドカード事業におけるシステム利用料売上の伸長に伴う代理店手数料の増加等

により、前期比 28.8％増の 678 百万円を見込んでおりました。各施策は計画に従い実施しておりますが、

人件費は先述のシステム移行に伴う顧客対応時間の増加により予想より増大する見込みです。これによ

り販売費および一般管理費は 706百万円（前期比 34.0％増）を見込んでおります。 

 

以上の結果、当期予想数値 251百万円（前期比 33.5％増）の営業利益に対し、280百万円減の 29百万

円の営業損失となる見込みです。 

 

③ 経常利益の差異について 

経常利益については、営業利益の減少分に伴い、当期予想数値 236百万円（前期比 45.1％増）の経常

利益に対し、298百万円減の 62百万円の経常損失となる見込みです。 

 

④ 当期純利益の差異について 

経常利益の減少に加え、当期の実績における計画との差異を加味した結果、当第３四半期会計期間に繰

延税金資産 37百万円の取崩しを行い、連結および個別の法人税等調整額に 31百万円を計上いたしまし

た。その結果、当期予想数値 223百万円（前期比 48.6％増）の当期純利益に対し、331百万円減の 108

百万円の当期純損失となる見込みです。 

 

（注）上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


